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論 文 の 要 旨 
＜目的＞ 
 現在のバレーボールでは、アタック攻撃に対処するブロック技術の重要性が指摘されている。
ブロックの成否が試合の結果を左右するともいわれている。そこで、本研究では、バレーボール
における大学男子プレーヤーのブロックパフォーマンスを改善するための方策を検討しようとす
るものである。そのために、ブロックの準備局面である遂行過程に着目し、その構成要素を明ら
かにしようとするものである。そして、大学生男子プレーヤーと日本トップリーグプレーヤーに
ついて、ブロック遂行過程における構成要素とゲーム局面、相手攻撃局面との関連性を明らかに
し、大学生男子プレーヤーの修正すべき課題を明らかにしようとするものである。そこから、ブ
ロックにおける修正すべき課題を解決するための学習プログラムを作成し、その成果の検証を行
うことであった。 
 
＜対象と方法＞ 
 本研究では、4つの研究課題を設定した。 
 研究課題１では、国内男子トップリーグチームに所属する監督、コーチおよびアナリスト６名
を対象に、ブロックにおける遂行課程の構成要素に関する調査をデルファイ法を用いて行った。 
研究課題 2-1 では、ブロック遂行過程における６項目の構成要素について、国内男子トップリ
ーグチームに所属する 48名を対象にして、実際のゲーム中に行われているブロックパフォーマン
スについて分析を行った。 
 研究課題 2-2では、Ａ大学男子プレーヤーを対象にして、｢ゲーム局面」と「攻撃テンポ」の異
なった状況下において、ブロック遂行過程の重視すべき構成要素について分析を行った。さらに、
国内男子トップリーグチームに所属するプレーヤーと比較することにより、Ａ大学男子プレーヤ
ーの修正すべき課題について検討した。 
 研究課題 2-3 では、Ａ大学男子プレーヤーにおいてブロックパフォーマンスを改善するための
学習プログラムを構築し、プログラムの実践を通して有用性を検証した。 
 
＜結果＞ 
 研究課題１．バレーボールのブロック遂行過程における構成要素は、基本の位置取り、ブロッ
クの構え、ブロックの実行人数、アタックエリアでの待機の早さ、アタッカーへの近づき、ブロ
ックの高さの６項目が示された。 
 研究課題 2-1．貢献群と非貢献群では、「ゲーム局面」と「攻撃テンポ」の違いにより重視すべ
き構成要素に違いが認められた。それらは、レセプション・アタックに対するブロック局面では
ブロックの構え、ブロックの実行人数、アタックエリアでの待機の早さ、ブロックの高さであっ
た。さらに、相手攻撃が 1st テンポの場合はアタックエリアでの待機の早さ、ブロックの高さに
おいて、2ndテンポの場合はブロックの構え、アタックエリアでの待機の早さ、ブロックの高さに
おいて、3rdテンポの場合はブロックの構え、ブロックの高さにおいて違いが認められた。 
 研究課題 2-2．レセプション・アタックに対するブロック局面において、相手攻撃が１st テン
ポの場合はブロックの高さが、2ndテンポの場合は基本の位置取りとブロックの高さについて有意
な差が認められた。さらに修正課題として、相手攻撃が 1st テンポの場合はアタックエリアでの
待機の早さが、2ndテンポの場合はブロックの構え、アタックエリアでの待機の早さが、3rdテン
ポの場合はブロックの構えとブロックの高さが修正すべき課題であることが明らかになった。ま
た、ディグ・アタックに対するブロック局面では、相手攻撃が 1st テンポの場合はアタックエリ
アでの待機の早さとブロックの高さが、2ndテンポの場合はブロックの実行人数とブロックの高さ
が修正すべき課題であることが明らかになった。 
 研究課題 2-3．レセプション・アタックに対するブロック局面における５項目の修正すべき課題
の内４項目において有意な変化が、ディグ・アタックに対するブロック局面における 4 項目の修
正すべき課題の内２項目において有意な変化が認められた。それらは、レセプション・アタック
に対する相手攻撃が 2nd テンポの場合のブロックの構えとアタックエリアでの待機の早さ、相手
攻撃が 3rd テンポの場合のブロックの構えとブロックの高さで、ディグ・アタック局面に対する
相手攻撃の 1stテンポの場合のアタックエリアでの待機の早さ、2ndテンポの場合のブロックの高
さにおいて有意な変化が認められた。 
 
＜考察＞ 
 バレーボールにおけるブロックパフォーマンスの改善の方策として、これまで行われてきたア
タック前後の主要局面に焦点を当てるのではなく、準備局面である遂行過程に着目することの必
要性を提唱したもので新たな試みといえる。そして、ブロックの遂行過程における構成要素を明
らかにし、ゲーム局面や相手の攻撃テンポとの関連性を明確に示したものといえる。そこから、
ゲーム局面や相手の攻撃のテンポによってプレーヤーがブロックを行う際に修正すべき課題が異
なることを初めて示した研究であり、これはブロックの指導に新たな切り口を開いたものと考え
られる。さらに、修正すべき課題に対する学習プログラムを構築し、その有用性を明らかにした
ことは、バレーボールにおける今後のブロックスキルの発展に寄与できる新たな一面を示したも
のと考えられる。これらの結果は、様々なレベルに応用可能であり、更なる発展性を持つ研究で
あるといえる。 
 
 
                   審 査 の 要 旨 
 本研究は、バレーボールにおいて、常に得失点に絡み、難しい技術とされてきたブロックに焦
点をあてたものである。ブロックパフォーマンスの準備局面である遂行過程に焦点を当て、これ
まで明らかでなかった構成要素を明らかにし、そこからブロックにおける修正すべき課題を抽出
するというこれまで行われてこなかった新たな視点でバレーボール研究に取り組んだという点で
高く評価できる。今後はさらに、様々なレベル、対象領域を広げ、ブロックパフォーマンス学習
のプログラムの一般化の確立へと向かうことが期待される。 
 平成 26 年 2 月 28 日、博士（コーチング学）学位論文審査委員会において審査委員全員出席の
もと最終試験を行い、論文について説明をもとめ、関連事項について質疑応答を行った結果、審
査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（コーチング学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。 
